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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

う

み

　

日
本
遺
産

　

皆
さ
ん
は
、「
日
本
遺
産
（Japan 

Heritage

）」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
地
域
に
点
在
す
る
有
形
・
無

形
の
文
化
財
や
伝
承
な
ど
の
歴
史
的
な

特
色
を
題
材
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を

「
日
本
遺
産
」
と
し
て
国
が
認
定
す
る

名
称
と
そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。「
日

本
版
の
世
界
遺
産
」
と
し
て
認
定
を
す

る
こ
と
で
観
光
客
誘
致
や
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
今
年
新
た
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
初
の
認
定
に
は
、
全
国
か
ら
18
件
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
の
一

つ
と
し
て
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
水
と

人
々
が
織
り
な
す
文
化
を
集
め
た
「
琵

琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観 

～
祈
り
と
暮

ら
し
の
水
遺
産
～
」
が
、
今
年
４
月
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
を
構

成
す
る
文
化
財
と
し
て
、
延
暦
寺
、
日

吉
大
社
を
は
じ
め
と
す
る
社
寺
、沖
島
、

「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
」
と

　

朽
木
小

こ

が

わ川
の
「
思し

こ

ぶ

ち

子
淵
神
社
」

「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
」
と

　

朽
木
小

こ

が

わ川
の
「
思し

こ

ぶ

ち

子
淵
神
社
」

伊
吹
山
な
ど
の
自
然
景
観
や
五ご
か
し
ょ
う

個
荘
や

醒さ
め
が
い井
宿
の
建
造
物
群
、
そ
し
て
、
ふ
な

ず
し
に
代
表
さ
れ
る
食
文
化
や
エ
リ
、

ヤ
ナ
な
ど
の
伝
統
漁
法
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
島
市
か
ら
は
「
近
江
の
厳

島
」
と
称
さ
れ
る
白
鬚
神
社
や
、
水
と

の
生
活
が
調
和
し
た
景
観
（
海
津
・
西

浜
・
知
内
の
水
辺
景
観
、
針
江
・
霜
降

の
水
辺
景
観
、
大
溝
の
水
辺
景
観
）
の

ほ
か
、
安
曇
川
流
域
の
筏
い
か
だ
乗
り
を
魔
物

か
ら
守
る
「
シ
コ
ブ
チ
信
仰
」
が
入
る

な
ど
、
水
と
の
関
わ
り
が
ア
ピ
ー
ル
さ

れ
て
い
ま
す
。　

思し

こ

ぶ

ち

子
淵
神
社

　
そ
の
シ
コ
ブ
チ
神
を
祀
る
社
は
、
安

曇
川
水
系
を
中
心
に
15
か
所
存
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
朽
木
小
川
所
在

の
「
思
子
淵
神
社
」
は
、
ひ
と
つ
の
建

物
中
に
本
殿
、
蔵ざ
お
う王

権ご
ん
げ
ん現

社
、
熊
野
社

の
３
社
が
納
め
ら
れ
、
こ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
蔵
王
権
現
社
は
残
さ
れ
た
板
札
の

年
号
か
ら
、応
安
４
年
（
１
３
７
１
年
）

に
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
他
の
２
社
も
建
築
様
式
等
か
ら
同
年

代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
14
世
紀
後
半

（
室
町
時
代
前
期
）
の
社
殿
を
３
棟
一

体
に
良
好
に
残
す
極
め
て
貴
重
な
建
造

物
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
加
え
て
、
安

曇
川
を
中
心
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た

「
シ
コ
ブ
チ
信
仰
」
の
形
態
を
知
り
得

る
重
要
な
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

５
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
な
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に

１
０
０
件
程
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。
日
本
遺
産
認
定
を
き
っ

か
け
に
、地
域
の「
宝
」に
光
が
あ
た
り
、

思
子
淵
神
社
の
よ
う
に
地
域
で
大
切
に

守
り
継
が
れ
て
き
た
歴
史
遺
産
が
、
ひ

う

み

う

み

う

み

う

み

う

み

う

み

日
本
遺
産  

初
の
認
定

【写真】思子淵神社　３棟
蔵王権現社（左奥）、本殿（中央）、熊野社（右手前）

と
つ
で
も
多
く
未
来
に
継
承
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

文
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財
課
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日本遺産
（Japan Heritage）
のロゴマーク

　最近、「仕込み女子」が増えている
らしい。発酵食品を手作りする女性
のことを言うようで、「育てる食」が

女性の心をとらえていると新聞にはあった。「発
酵のまち」を称する当市にとっては大変興味深
い。まずは試しにと、私も、「仕込み女子」な
らぬ「仕込みおじさん」に扮して、ぬか漬けに
挑戦することとした。お世話が大変だが、その
成長が気になって仕方がない。まさにペットか、
子どもかという感覚に近い。どんな風味に成長
していくのか。毎日、容器を覗き込むことが日
課となった。「育てる食」を育んできた高島市。
みんなの手で可能性を育てていきたい。（Ｙ）


